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 Abstract: A workshop “Southern Ocean Study by RT/V (research and training vessel) 
Umitaka-Maru, 2008” was held on 8th August 2008 at the Shinagawa Campus of the 
Tokyo University of Marine Science and Technology (TUMSAT), with 36 participants. 
Results obtained during RT/V Umitaka-Maru (TUMSAT) cruises in austral summer of 
2002/03 (UM0203), 2004/05 (UM0405), 2005/06 (UM0506), and 2007/08 (UM0708) and 
the current status of data were reported. Data management and synthesis of scientific 
results were discussed.
　要旨 : 「海鷹丸を用いた南極研究ワークショップ 2008」を東京海洋大学品川
キャンパスにおいて 2008 年 8 月 8 日に開催した．参加者は 36 名であった．




1．は じ め に
東京海洋大学「海鷹丸 II」は第 1 次日本南極地域観測隊「宗谷」の随伴船として活躍して
以来，1980 年代には国際 BIOMASS 共同観測（南極海海洋生態系及び海洋生物資源に関する
生物学的研究計画）に参加するなど南極観測と深い関わりを持つ．
「海鷹丸を用いた南極研究ワークショップ 2008」報告 517
　近年，2002/03 年シーズンには JARE-44（第 44 次日本南極地域観測隊）「専用観測船（タ
ンガロア号）」の観測海域である 140°E，60°S 以南の海域において「海鷹丸 IV」（以下，「海
鷹丸」と記す）による観測が観測時期をずらして実施され，対象海域での時系列データを取
得する上でまたとない機会となった（小達，2004）．2004/05 年，2005/06 年．2007/08 年シー
ズンには，国立極地研究所と東京海洋大学の間で南極夏期共同観測実施に関する協定書が結







品川キャンパスにおいて 2008 年 8 月 8 日に開催した．参加対象は近年の海鷹丸乗船研究者
や学生，科学研究費補助金・基盤研究（科研費基盤）A「南大洋の環境変動と生態系変動」
（課題番号 : 19255014，代表 : 石丸　隆）のメンバー，科研費基盤 S「南極海の海洋生物生産
過程と地球規模環境変動に関する研究」（課題番号 : 16101001，代表 : 福地光男）のメンバー














で議論すること，2008 年 12 月に行われる極域生物シンポジウムにおいてさらなる成果報告












Table 3. Program of this workshop.
笠松伸江ら520
表  4　 近年の海鷹丸南極海航海で採集・観測された試資料の現状と公表状況（2008 年 8 月 29 日現在）．
A） UM0708 航海，B） UM0506 航海，C） UM0405 航海，D） UM0203 航海 .
Table 4.  Present status of samples and data collected during recent RT/V Umitaka-Maru cruises and publication 
(updated on August 29, 2008). A) UM0708 cruise, B) UM0506 cruise, C) UM0405 cruise, D) UM0203 
cruise.
*MS; 投稿準備中，MT; 修士論文（執筆中を含む），DT; 博士論文（執筆中を含む）







































橋濱らは，2003 年（140°E ライン）において植物プランクトン（Chl. a 濃度）のサイズ組
成と HPLC-CHEMTAX による分類群組成の季節変化について報告した．観測海域の大部分に
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